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阪急電鉄株式会社 

株式会社阪急阪神ホテルズ 

 

 

７月１日より、宝塚大劇場・宝塚ホテルで使用する電力を 

実質的に１００％再生可能エネルギー由来の電力に切り替えます 
 

■年間約４,６００トン（約２,６００世帯分）のＣＯ₂排出量を削減します 

■「オフサイトコーポレートＰＰＡ」を活用し、遠隔地の太陽光発電所で発電した電力を使用 

するのは阪急阪神ホールディングスグループでは初めての取組です 

 

 

阪急電鉄および阪急阪神ホテルズでは２０２４年７月１日（月）より、宝塚大劇場・宝塚ホテルで使

用する電力を実質的に１００％ＣＯ₂排出ゼロの再生可能エネルギー由来の電力に切り替えます。これ

により、年間約４,６００トン（約２,６００世帯分）のＣＯ₂排出量を削減します。 

 

阪急阪神ホールディングスグループでは、サステナビリティ宣言において「環境保全の推進」を重要

テーマの一つとし、グループ各社の国内事業所におけるＣＯ₂排出量を２０５０年度に実質ゼロとする

目標を掲げており、これまでもグループ内施設への太陽光発電設備の設置などによりＣＯ₂排出量の削

減に取り組んできました。 

本取組は、阪急阪神ホールディングスグループとして初めて、関西電力が提供する「オフサイトコー

ポレートＰＰＡ」＊１を活用するもので、宝塚大劇場・宝塚ホテルでは、両施設専用の太陽光発電所（７

月以降に複数カ所で順次稼働。総発電出力は約９９０ｋＷ）で発電される電力を使用します。「オフサイ

トコーポレートＰＰＡ」で賄うことのできない電力については、ＣＯ₂フリーの電気料金メニュー「再エ

ネＥＣＯプラン」＊２を活用します。 

 

阪急阪神ホールディングスグループは、これからも環境に配慮した事業活動の推進と持続的発展が可

能な社会づくりに取り組んでまいります。 

 

 

 

 



 

＊１ オフサイトコーポレートＰＰＡについて 

電力の需要家が、需要地から離れた場所（オフサイト）にある再生可能エネルギー電源の

発電事業者と、小売電気事業者を介して長期・固定価格での電力購入契約を結ぶ、電力供給・

調達方法。 

ＰＰＡは、Ｐｏｗｅｒ Ｐｕｒｃｈａｓｅ Ａｇｒｅｅｍｅｎｔ（電力購入契約）の略。 

 

＊２ 再エネＥＣＯプランについて 

関西電力が提供する非化石証書（再生可能エネルギー由来）の持つ環境価値を付加したＣＯ２

フリーの電気料金メニュー。 

 

以 上 

 


